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• 2023年12月より開始する再給電方式（一定の順序）による混雑対応について、
現在の国の整理では、基幹系統、ローカル系統に接続される電源を原則、出力制
御対象とすることとされている。

• これに対して、北海道エリアでは、基幹系統設備に空容量が無い系統への高圧接
続申込が増加している状況。

• これら電源の接続を進めていくために、制御対象を配電系統に接続する高圧電源ま
で拡大したい。
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北海道エリアでの高圧ノンファーム電源の接続申込状況

• 北海道エリアにおける、基幹系統設備の空容量が無い系統への、高圧ノンファーム電源の接続

申込状況は下表のとおりであり、多くの申込がある状況。

• これらの系統で高圧ノンファーム電源を接続するためには、高圧電源まで制御対象とする必要

がある状況。

接続系統※1 高圧ノンファーム電源申込量※2

（接続容量MW／件数）

西音更系 3.9／9

留辺蘂系 7.6／20

女満別系 2.1／11

宇円別系 8.6／9

東釧路系 4.0／6

西春別系 15.9／36

西名寄系 0.4／1

旭川系 3.2／5

恵庭系 0.5／1

北江別系 4.1／4

※1 調整電源および電源Ⅲ火力を抑制してもなお出力制御量が不足する可能性のある系統を記載。
※2 2022年8月時点の契約申込済み設備のうち、至近（2025年度末まで）で接続希望のもの。
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第41回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料1（2022年4月26日）

北海道エリアの再給電方式（一定の順序）制御対象範囲

対象を拡大
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第37回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2（2021年11月30日）

（参考）出力制御対象に係る現時点での国の整理


